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◄ᵓ：皆様こんにちは。本日はお忙しい中、GMO インターネットグループ、第 2 四半期 決算説明

会にご参加いただき、誠にありがとうございます。 

本日の説明会の登壇者についてご案内いたします。グループ副社長 CFO、安田昌史。グループ常

務執行役員/ 財務・IR 部長、稲垣法子が登壇いたします。 

本日は決算概要についてご説明した後に質疑応答の時間を設けております。決算に関する発表資料

は当社ホームページに掲載しております。また、本日のアンケートにつきましては、終了後に表示

されるリンクからご回答いただけます。アンケートにてお寄せいただいたご意見、ご感想につきま

しては、内容を直接代表の熊谷および担当マネジメントへ共有させていただきます。ぜひ率直なお

声をお聞かせください。 

それでは、これより本編に移らせていただきます。はじめに副社長の安田よりご説明いたします。 

ӗ ：CFO の安田です。本日はお忙しい中、決算説明会をご視聴いただきまして、誠にありがと

うございます。26 年 12 月期、第 2 四半期 4-6 月の決算についてご説明をさせていただきます。ど

うぞよろしくお願いいたします。 
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本日のアジェンダはご覧の通りです。まず結論と要約、続いて重要トピックスについては私からご

説明します。重要トピックは、フィジカル AI、セキュリティ、AI 銀行の 3 領域となっておりま

す。以降は、常務の稲垣からご説明をいたします。 

 

では結論と要約になります。本日はこの 3 つのポイントをお話しします。 

まずコーポレートアクションについてです。「100 年単位で継続する企業グループ」を目指し、グ

ループ構造のさらなる進化に向けた取り組みを継続しております。その中で、前回の説明会でもお

話ししたように、GMO インターネット 4784 の株式売却などにより、同社の東証の上場維持基準

は充足を致しております。そして、持続的成長と株主還元の両立をテーマに、6 月には自己株式取

得枠の設定を新たに発表させていただきました。 

2 点目が業績です。2Q の事業利益は 155 億円、前年比 2.5%増、営業利益も 155 億円です。強みで

ある岩盤ストック収益を背景に、インフラが 6 四半期連続で最高業績を更新した一方、FX・暗号

資産の弱含みや、各セグメントの一時費用、新規事業への投資、そして株式売却による税金費用が

あり、小幅な増益にとどまりました。なお、「金利のある世界」のもと、GMO あおぞらネット銀

行や GMO フィナンシャルホールディングスなど、お客様の預かり残高に応じた収益も業績拡大に

寄与し始めております。 



 
 

 

 

 

 
4 

 

最後にフィジカル AI 領域になります。2026 年を「ヒューマノイド元年」と位置付けまして、新た

な成長ドライバーとすべく、「第一想起ブランド確立」の段階から社会実装を加速するフェーズへ

の移行が進んでおります。 

 

続いて決算サマリーです。事業利益、営業利益は、先ほどお話しした一時的要因により小幅な増益

にとどまりました。一方、最終利益は 2 桁増となりました。GMO あおぞらネット銀行の持ち分投

資損益の貢献が寄与しております。 
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続いて上半期累計の業績です。数字はご覧の通りとなっております。インフラ、金融がともに最高

業績を更新しました。上半期を通じては、高水準の利益創出ができております。 

 

続きまして、セグメント別業績のサマリーです。いつものように、右端にマネジメントによる定性

評価を前四半期のものと合わせて記載をしております。 
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まずインフラは◎です。6 四半期連続で最高業績を更新いたしました。中核会社である GMO ペイ

メントゲートウェイ、GMO インターネットが業績を牽引いたしました。投資が先行していた GPU

クラウドも前年の投資フェーズから業績貢献フェーズに入ってきています。なくてはならない、な

くならない圧倒的ナンバーワンサービスの集合体からもたらされる岩盤ストック収益の盤石さを結

果でお示しできたと感じております。 

続いてのセキュリティは◎、増収減益となりました。サイバー攻撃の脅威が増す中、サイバーセキ

ュリティ事業は引き続き好調です。一方、暗号セキュリティで期ズレなどの一時要因がございまし

た。ブランドセキュリティでの先行投資も重なり、減益となっております。期ずれは年内にキャッ

チアップできる見込みです。先行投資も将来成長に向けて必要な手を打てているものです。そのた

め、評価は◎とさせていただいています。 

続いて広告・メディアは△です。各社、各商材で濃淡がある状態が続いています。利益率の高いス

トック型商材は堅調ですが、一方でフロー型商材は前年からの反動減などがあり、弱含みで推移い

たしました。ストック化へのシフトを進めてまいります。 

そして、金融は〇、増収減益となりました。第 2 の収益の柱として育成してきました CFD は、収

益性の高い商品の取引拡大を背景に高水準の貢献を続けています。また、金利のある世界で金融収

益の伸びが業績を下支えしました。一方、FX は市場要因が大きく、取引高、収益ともに低調でし

た。結果として、事業利益は前年を下回っております。 

暗号資産はṋです。減収減益で損失計上となりました。コスト最適化によるミニマム運営体制を継

続しておりますが、市場低迷が続く中で、このクォーター、固定費がカバーできなかったというと

ころになります。 
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これまでご説明したセグメントごとの状況を、前年同期からの増減要因として可視化したもので

す。左側が売上収益、右側が事業利益の推移です。 

まず売上収益ですけれども、こちらはインフラを中心に積み上がっております。一方、事業利益で

すけれども、インフラの伸びが牽引役となったものの、セキュリティ、金融、広告・メディア、暗

号資産、その他セグメントはいずれも小幅な減益となりました。加えて GMO インターネット株式

売却にかかる税金費用という一時的な要因も重なりまして、小幅な伸びにとどまっております。一

時要因を除けば、当社グループが長年築き上げてきた構造的な強みは変わらずに健在でございま

す。 
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続いて重要トピックスです。フィジカル AI、セキュリティ、AI 銀行の 3 領域について、この順で

ご説明をさせていただきます。 

 

まずはフィジカル AI です。2026 年を「ヒューマノイド元年」と位置付けております。ヒューマノ

イドの社会実装を支え、フィジカル AI 領域を新たな成長ドライバーとすべく、第一想起ブランド
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の確立から社会実装を加速するフェーズへと移行を進めております。ヒューマノイドが当たり前に

活躍する社会の実現に向けて、当社グループの役割を次のページから具体的にご説明いたします。 

 

まず、当社の役割をビジネスモデルの観点からご説明をいたします。ヒューマノイドを売り切るの

ではありません。通信、セキュリティ、保守、運用などのストック商材を組み合わせて提供するヒ

ューマノイド商社として、導入から活用までをトータルでサポートしてまいります。 

ハードの販売にとどまらない収益構造を築くことで、フィジカル AI 領域でも岩盤ストック収益を

積み上げてまいります。 
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GMO AIR の設立以降、前回の決算発表までにご紹介した取り組みを振り返ります。 

昨年 4 月のヒューマノイド派遣サービスを起点に、JAL 様との空港実証、独自プロジェクトの

GMO ロボッツ、そして研究開発拠点である GMO ヒューマノイドラボと、第一想起ブランド確立

に向けて取り組みの規模と範囲を一貫して広げてまいりました。 
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こちらは研究開発拠点である GMO ヒューマノイドラボの模様です。ロボットに新しい動作を学習

させるには、大量の演算処理を担う GPU が不可欠です。当社が強みとする GPU クラウドは、こ

うした研究開発においても活用が進んでおります。 

ロボットの行動学習に加え、ハッカソンなども行われて、社内外のエンジニアが集い、知見を深め

る場としても機能しています。シミュレーション上の学習だけでは、現実の環境で生じる誤差や想

定外の動きまで再現できません。物理空間で実際にロボットを動かし、試行錯誤を重ねることこそ

が実用の精度を高める鍵だと考えております。 

 

それでは、ここからは新しい取り組みについてご説明をいたします。 

フィジカル AI の取り組みは、防衛・安全保障領域にも広がっています。陸上自衛隊の警備用ロボ

ットのシステム導入検証業務の受託について、6 月に発表いたしました。全国複数の駐屯地で実環

境での性能検証を予定しています。国産の四足歩行型ロボットの設計開発から導入検証までを一貫

して推進いたします。 

駐屯地における省人化、そして 24 時間の警備体制。こういったものを実際の自衛官の方からロボ

ットに移行することで、こうした人手不足の社会課題を解決するというテーマを通じて、ナショナ

ルセキュリティの領域で貢献してまいります。 
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続いて、取り扱い製品の拡充についてです。4 月より、国内外トップメーカーのヒューマノイドや

各種モジュールを取り扱うプラットフォーム、GMO ヒューマノイド.shop の運営を開始いたしま

した。お客様が目的に合った機体を手軽に選び、導入できる環境を整えております。 
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続いて、アライアンスの進展についてです。先ほどご紹介したプラットフォームの品揃えを支えて

くださっているのが、こうしたメーカー様との提携です。この代表例が 6 月に締結した Unitree 

Robotics との国内正規代理店契約です。 

 

こちらは Unitree 社の概要となります。同社は 2016 年に四足歩行ロボットの開発でスタートし

て、2025 年度のヒューマノイドの出荷台数では世界ナンバーワンを獲得しています。直近ではヒ

ューマノイドの売り上げが前年の 8 倍に伸びるなど、急速な立ち上がりを見せています。現在、

IPO に向けた手続きを進めておりまして、時価総額は 1 兆円を超える見通しです。当社が先行して

手を組んだ判断の妥当性を株式市場に裏付けている形になります。 

そしてまた、今回の提携をあくまでイメージで申し上げますと、例えば 2008 年にソフトバンクさ

んが日本で初めて iPhone を販売されましたけれども、そういうハードウェアの販売で、日本で最

初に販売するという、こういう提携という表現をするのであれば、イメージとしてお持ちいただけ

ればと思っております。 
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続いてですけれども、ヒューマノイドの社会実装を進める上で、セキュリティの確保は避けられな

い課題です。米国をはじめ、海外でもロボットの安全性に関する規制の検討が進んでいます。私た

ちはリスクがあるから使わない、ではなく、リスクを正しく把握し対策を取る、というアプローチ

でこの課題に向き合っております。 

先日発表しました GMO SAFE はいわば「ロボットに着せるセキュリティウェア」です。機種ごと

のリスク評価、安全な運用環境の設計、運用状態の監視、この 3 段階構成で導入から運用までを継

続的に支援してまいります。30 年以上にわたるインターネットインフラの運用実績とサイバーセ

キュリティの知見、この二つを融合できることが当社ならではの強みです。フィジカル AI の社会

実装を足元から支えてまいります。 
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ここまで紹介した取り組みを 1 枚の絵にまとめました。これらは個々のサービスではなく、ヒュー

マノイドが稼働する市場を作り、需要と供給をつなぐための一連の仕組みです。この５つを 1 社で

揃えられる会社は国内にはほとんどありません。この総合力によって、当社グループはヒューマノ

イドの社会実装を加速してまいります。 
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最後に、今後の情報発信の場についてご案内をさせてください。9 月 15 日に日本最大級のフィジ

カル AI カンファレンス、第 4 回 GMO 大会議・秋、フィジカル Ai 2026 を開催いたします。フィ

ジカル AI 領域の最新の取り組みについて、改めて詳しくご説明する機会としたいと考えておりま

す。投資家の皆様もぜひご参加ください。 

 

続きまして、セキュリティ領域です。7 月に Anthropic 社と戦略的パートナーシップの締結を発表

しました。 

グループ外のお客様に向けては、セキュリティ診断の高度化やフィジカル AI 領域への実装など、

クラウドを組み込んだサービス提供を進めます。グループ内ではクラウドエンタープライズの全社

導入により業務効率化を進めております。AI＆ロボティクスで未来をつくるナンバーワン企業グル

ープの実現に向け、さらなる AI 活用に取り組んでまいります。 
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さて、当社グループの技術力ですが、世界の舞台でも証明されています。この度、世界最高峰のハ

ッキングコンテスト「DEF CON 34」で世界 1 位を獲得しました。過去 3 年連続 2 位からの悲願の

優勝となりました。当社グループが擁する 200 名を超えるホワイトハッカーが実戦で培った知見

です。脆弱性診断やプロダクト開発にも還元してまいります。 
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続いて AI 銀行構想です。GMO あおぞらネット銀行は、法人に特化した戦略のもと純利益の黒字化

を実現しました。成長エンジンとなる法人のお客様基盤も着実に拡大しています。この成長を土台

に、次なる一手として掲げているのが AI 銀行構想です。お客様からも AI からも選ばれ続ける銀行

へ。これが 3 領域での AI エージェント化構想に一貫するテーマです。 

 

まず一つ目がお客様のための AI 銀行。専任の AI エージェントが業種や利用状況に応じて 1 人 1 人

に合わせたサービスを提供します。 

二つ目は、銀行そのものを AI 変革すること。単なる効率化ではありません。全業務を AI エージェ

ント化して、組織そのものを再編成する取り組みです。400 人の体制で既存比 100 倍の生産性向上

を目指します。 

三つ目は、AI のための AI 銀行。AI エージェントが自律的に金融機能を使える環境を整え、AI に選

ばれる存在を目指します。次世代型テックバンクとして、グループの重要な成長エンジンの役割を

果たしてまいります。 
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最後に、ネットインフラ・セキュリティ商材の全体像です。これまでインフラ事業を中心に、岩盤

ストック収益を積み上げてまいりました。今後は、ここまでご説明したセキュリティとフィジカル

AI を新たな岩盤ストックとします。中長期の成長ドライバーへと育ててまいります。どうぞご期

待ください。 

それでは、次のパートからは稲垣がご説明させていただきます。 
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ԅᶀ：グループ財務・IR 担当の稲垣です。よろしくお願いいたします。ここからセグメント別状

況と株主還元についてご説明いたします。 

 

まずはグループ概況です。こちらはグループの主要商材のラインナップです。全て自社開発、自社

運用による商材です。AI 産業向け新サービスの提供も進んでおります。インフラ、セキュリテ

ィ、金融、暗号資産を合わせた顧客基盤は 2,360 万件を超えています。 
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こちらはセグメント別収益の四半期推移です。インフラとセキュリティはいずれも予見可能性の高

いストック収益が中心で、顧客基盤の拡大とともに成長を続けています。AI の普及により、ネッ

ト上の情報量、トランザクション量は今後も拡大が見込まれます。サービスの岩盤ストック化を進

め、持続的成長をより確かなものにしてまいります。 

 

セグメント別事業利益の四半期推移です。インフラ、セキュリティという岩盤ストック収益を基盤

に、フロー型で高収益な事業を組み合わせて成長を図るという考え方は変わりません。今回は安田

からご説明した一時的な要因により、事業利益の伸びは 1 桁台にとどまっております。この一時要

因を除けば、構造的な強みは健全です。 
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続いて、各事業の状況です。 

 

まず、ネットインフラ事業です。四半期売上収益は岩盤ストック収益の積み上がりにより過去最高

を更新しました。水色の決済は、EC 市場、キャッシュレス決済市場という成長市場の中で、GMO 

PAYMENT GATEWAY による市場成長を上回る持続的成長が続いています。また、濃い青色のク

ラウド・レンタルサーバーは、GMO インターネットの GPU クラウドや、GMO グローバルサイ
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ン・ホールディングスのクラウドクルーなど、高単価のエンタープライズ向け商材が好調に推移い

たしました。そして、一番下、グレーのインターネット接続も顧客数の純減が続いておりました

が、3 月末から純増に転じ、売上収益も拡大しています。 

 

事業利益も最高益を大きく更新しました。決済の持続的な拡大に加え、GPU クラウドが四半期ベ

ースで黒字化を達成したことが寄与しています。ドメイン、インターネット接続など既存事業も引

き続き堅調です。 
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GMO インターネットの戦略商材である GPU クラウドについて補足します。B300GPU サーバーの

販売が好調です。旺盛な需要を背景に、進行期には総額 170 億円の投資を決定しています。今後

も需要に応じた機動的な投資判断を続けてまいります。 

 

続いて、ネットセキュリティです。四半期売上収益の推移とその内訳です。ご注目いただきたいの

は、真ん中のエメラルドグリーン、サイバーセキュリティです。Cybersecurity by Ierae と Flatt 
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Security が高成長を続けており、Ierae では高単価のペネトレーションテストの受注拡大が成長ド

ライバーになっています。暗号セキュリティでは、電子契約サービス、電子印鑑 GMO サインや、

ログイン認証強化サービス GMO トラスト・ログインが好調に推移した一方、SSL 証明書では期ず

れがありました。 

 

事業利益は減益となりました。Cybersecurity by Ierae は順調に拡大しているものの、2 つの要因

が重なり減益となりました。ただし、いずれも一時的なものです。 

一つは暗号セキュリティにおける大口顧客の期ズレと海外拠点を中心とした開発費用の一時的な増

加です。もう一つは、ブランドセキュリティの重要商材「.貴社名」における先行投資です。な

お、期ズレについては年内にキャッチアップできる見込みです。 
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続いて、ネット広告・メディアです。対前年で横ばい計の推移となりました。ストック型商材は堅

調に積み上がったものの、フロー型商材は前年の一時要因による反動減などがあり、弱含みが続い

ています。 

事業利益は減益となりました。売上収益の説明と重なりますが、利益面でもフロー型商材の反動減

が大きくなっています。引き続きストック型へのシフトを行うとともに、コストの最適化を図って

まいります。 
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続いて、金融です。増収減益となりました。四半期としては高水準を維持しつつも、事業利益は前

年を下回っています。詳しい要因は、次のページでご説明いたします。 

 

商品別の売上収益です。CFD は高水準を維持しています。FX は取引が伸び悩みました。株式、そ

の他も金融収益の拡大を背景に底堅く推移しています。 



 
 

 

 

 

 
28 

 

 

CFD の売上収益と取引高の関係です。当社は 12 年連続で国内取引高ナンバーワンです。原油など

商品市場は活況が続いておりますが、第 1 四半期は金銀といった収益性の高い商品の取引が特需的

に高水準だったため、セールスミックスの変化より前四半期との比較では取引高、収益ともに減少

しました。一方、前年との比較では大きく拡大しております。 
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FX の売上収益と取引高の関係です。外国為替市場のボラティリティが低下し、取引高、収益とも

に前年を下回りました。それでも取引高の減少に対して、収益は一定水準で確保できています。 

 

一方、FX の顧客基盤自体は堅調です。預かり証拠金残高も過去最高を更新し、取引人数シェアも

拡大を続けています。この預かり残高の拡大が金融収益拡大の一因にもなっています。市場の取引

が戻れば、しっかりと収益を獲得できる体制が整っております。 
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続いて、グループの成長戦略における重要な取り組み、GMO あおぞらネット銀行についてご説明

します。 

 

持分法適用会社として、同社の最終利益の 50%を持分法投資損益として取り込んでいます。四半

期業績は大幅な増収増益となり、連結の最終利益の改善に寄与しています。 

法人口座数の増加によるトランザクション収益の拡大に加え、金利のある世界のもと、預金残高の

増加による資金収益の拡大も業績に貢献しています。 
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重要 KPI である法人口座数と BaaS byGMO あおぞらの契約数です。ご覧のとおり、ナンバーワン

サービスの提供を通じ、顧客基盤が順調に拡大しています。 

 

顧客基盤の拡大について新しいお知らせです。東京商工リサーチ様の全国メインバンク調査で、メ

インバンク数の増加率が 3 年連続ナンバーワンとなりました。2 位の他行さんが 40%弱ですので、

大きく上回る増加率となりました。これは他行様に先駆けたサービス拡充や手数料の引き下げ、そ
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して、内製化によるスピーディーな機能開発力が評価された結果だと考えております。今後もサー

ビスの利便性と価格の両面でお客様のご愛顧に一層の価値提供をもってお返ししてまいります。 

 

預金残高の状況です。ご覧の通り、1.3 兆円まで積み上がりました。 
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改めて GMO あおぞらネット銀行の成長エンジンを整理します。2021 年、法人のお客様に特化す

る第二創業を決断しました。以来、中小企業、スタートアップのお客様を中心に着実に基盤を積み

上げてきました。新設法人口座開設数はナンバーワンです。 

お客様の数、そして各お客様の成長に伴うトランザクションが拡大し続け、預金残高の積み上が

り、資金収益の寄与拡大へとつながっています。次世代型テックバンクとして、グループの重要な

成長エンジンの役割を引き続き果たしてまいります。 

 

続いて、暗号資産です。市場が低調な中、減収・減益となりました。コスト最適化によるミニマム

運営体制を進めていますが、固定費を賄いきれず損失計上となっております。一方で、ステーキン

グや貸暗号資産といったストック型商材の強化を進め、収益基盤の多様化に取り組んでいます。 
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最後に株主還元についてです。 

 

まず、企業価値向上に向けた考え方です。成長と還元の両輪で株主の皆様に報いてまいります。長

期計画、55 カ年計画に基づき、毎期 15%以上の利益成長を目標としています。株主還元は四半期

ごとの配当を継続し、総還元性向は 50%以上を掲げています。DOE の導入についても、配当の下

限をお示しできるよう、今後検討してまいります。 
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株主還元の基本方針は総還元性向 50%です。連結当期純利益の 33%を配当に、残る 17%を自己株

式の取得・消却に充てる内訳としています。自己株式の取得・消却は、原則として年度末の最終利

益を原資に翌年度実施するものです。 

なお、今回の 300 億円の自己株取得については、GMO インターネットの株式売却によるキャッシ

ュインを受け、株主還元を優先する形で例外として実施しています。一早く経営成績を還元できる

よう四半期配当制度を導入しています。 
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当四半期の株配当金は、前年同期から 1 円増配の 17 円 80 銭としております。 

 

最後に自己株式取得の進捗です。先ほどご説明した 300 億円の取得枠について、7 月末時点でご覧

の通り順調に進捗しています。 

本日の説明会は以上となります。ご視聴いただきありがとうございました。すべての人にインター

ネット。 
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［了］ 

______________ 

Ẃ  

1. 音声が不明瞭な箇所に付いては[音声不明瞭]と記載 
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本資料に関連して利用者が被った損害、損失、費用、並びに、本資料の提供の中断、停止、利用不

能、変更及び当社による利用者の情報の削除、利用者の登録の取消し等に関連して利用者が被った

損害、損失、費用につき、当社及びデータソース先は賠償又は補償する責任を一切負わないものと

します。なお、本項における「損害、損失、費用」には、直接的損害及び通常損害のみならず、逸
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